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令和5年春季

増刊号

田町町内会

五蝙＊ャン/(ス111校に伴う交過鼓鷺0精生

告和5年U目から、雨北学院六学・五編キャンバスの開校に伴い、田町固辺には、 1万人以上

の学生、教麗員が集約Lています。1Jの活牲化ていう点では歓迎すべき点ですが、その反面、

通学時間帯には、歩道らLき所（？）から学生が溢れ、交通渋滞を引き起こLています。車の台

問をぬって、勝手に艤断する学生モ散貝され、号徽、大学、行政嶋関そLて影響をまてモに受け

る固辺の1J内告℃の諷整が必酉口思われます。

『たけのこ会」が4年羅りに圃置

五蝙包括支援センターの六鯛さh、伊藤さhモ営めて

鎗勢1?名が参油され、互いの無事を確認する'C'Cモlこ、

号までの代表世話役・有Illさhから上野さhへの交代人

事モ報告されまLた。

また、号後は栢目第2目曜日に「たけのこ号」を、児玉

講師の「脳lヽきいき教室」をU目から11目まで、 栢目第u
目曜日に開催するこ口が沢定LまLた。

でなたでモ参加できます。屋近、お話をする鑽号が減った℃思われる方は是非。

大日堂墳内〇敷石を璽鑽

号回、六日堂・境内の敷石を整偏するこてに伴い、市電（路

面電車）の廃止時に譴')受けた敷石のうち、粍望する方に10

散個ホ溺LLまLた。号後は、それ臼れの家庭で六切に使用

Lていただける℃幸lヽです。

....... 

口憂.,,.•. ぷ』、..J , . 
# ' 

,!' ~ 'ヽ ． •
會 . . ... .. 

ー 賽 一゚：ヽ：・・. .. 配 ・

~... :. _I -、
― ―→ . ~ ~-: -

→← 
＼ --~~ 全 ．

~; ..... .. ヽ,,. 111・ 

;!:a;:,.( — 
~~ ~ 吟
'.,, ． 

t:~ 

置
ふ

田町を離れても田町を憂する人を訪ねて

仙台駆甫口の新誤「ヨドバシ」ピILの近(Iこr卓球のタマ千」があリ、店舗の隣lこ卓球繍習漏を

計設Lています。1q5q年に、田町に「たまち卓球告館」花開業L、全日広千ャンピオンを輩出す

る勢いがあI)まLた。

一時の匠速朋を脱出Lて、仙台市出身の愛

ちゃhや彊庫兄昧の活躍モM'J園）返Lています。

社長六琶（旦園さhは故人）は田町に置着を持っ

ておられ、現在もrタマ千」の名称を刹用Lていただ

いて利）ます。なお、社長の伊藤千代子さhは、霞在

で、饂岡学区の飾振振興告ピンポン細で活躍LてLヽ

ます。
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